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 地域間交流研究Ⅰ． 
 
１． テーマ 
中国内モンゴル自治区を中心とする越境的な経
済連携について 
 
２． 代表者・共同研究者・協力者（および組織） 
代表研究者 暁敏（内蒙古大学経済管理学院） 
共同研究者 銭貴霞（内蒙古大学経済管理学院） 
      茶娜（内蒙古大学経済管理学院） 
      張启鋒（内蒙古大学経済管理学院） 
 
３． 期間 
2016 年 6 月から 2017 年 3 月まで 
 
４． 目的 
本研究交流の目的は、中国内モンゴル自治区と周
辺近隣地域との越境的な経済連携に焦点をあて、
（1）その経緯をたどり、現状と課題などを把握し、
（2）その上で、内モンゴル自治区を中心とする越
境的な経済連携の政策実施や問題点を整理しなが
ら、（3）そのあり方について考察するものである。 
 
５． 実績概要 
研究課題の実施にあたり、2016 年 7 月から、中国
国内の内モンゴル自治区・黒龍江省・北京市・上海
市・天津市において現地調査を行ない、11 月に段階
的な成果を愛知大学豊橋校舎内の三遠南信地域連
携研究センターの関係者と研究の打ち合わせを実
施し、最終的に 2017 年 1 月 28 日愛知大学豊橋校舎
で開かれた「越境地域政策研究フォーラム」にて研
究成果の報告を行なった。 
 
６． 今後の展開 
今後の展開としては、今までの議論などを整理検
討し、内モンゴル自治区の地理的地形的な特殊性を
考慮し、対象地域を中心とする“地域連携軸”の設
定、地域計画への提言などを含む作業を進めて行き
たい。 
 
７． 実施状況 
 中国内モンゴル自治区の空間特性について 
（研究会） 
日時：2016 年 7 月 22 日（金） 
場所：内蒙古大学 
概要： 研究課題を巡って、内モンゴルの空間特性
を認識し、利用可能なデータについてディスカッ
ションを行なった。 
参加状況：（1 機関、3 人） 
 内モンゴルの空間データについて 
（研究打ち合わせ） 
日時：2016 年 11 月 9 日（水） 
場所：愛知大学豊橋校舎 
概要： 内モンゴルの空間データの利用について研
究打ち合わせを行なった。 
参加状況：（2 機関、2 人） 
 内モンゴルの地域連携軸について 
（研究打ち合わせ） 
日時：2016 年 11 月 10 日（木） 
場所：愛知大学豊橋校舎 
概要：内モンゴルの空間特性を見据えて、その地
域連携軸の設定について議論した。 
参加状況：（2 機関、3 人） 
 内モンゴルの地域計画と地域連携軸（研究会） 
日時：2016 年 12 月 29 日（木） 
場所：内蒙古大学 
概要：内モンゴルを中心とする地域計画を確認し、
その地域連携軸について議論した。 
参加状況：（1 機関、8 人） 
 
◆ 全体の参加状況 
区分 機関数 
受入人数 延べ人数 
 外国人 
研
究
者 
大学 
院生 
 外国人 
研
究
者 
大学 
院生 
学内（代表者法人内）          
国立大学 １  ８ 
 
   
 
 
公立大学    
 
   
 
 
私立大学 １ 
 
２  
   
 
 
大学共同利用機関法人    
 
   
 
 
公的研究機関    
 
   
 
 
民間機関 
   
 
   
 
 
外国機関    
 
   
 
 
その他    
 
   
 
 
計 2 
 
（） 
 
（10） 
  
（） 
 
（） 
 
（） 
  
（） 
 
８． その他実績 
 産業経済と GIS 応用（研究会） 
日時：2016 年 8 月 14 日（日） 
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 場所：上海師範大学地理学系 
概要：上海師範大学地理学系主催の研究会「産業
経済と GIS 応用」に出席し、「地域と産業――その
越境性について」のテーマで報告し、議論を重ね
た。 
参加状況：（3 機関、8 人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域間交流研究Ⅱ． 
 
１． テーマ 
県境をまたぐ共生圏の創生 
 
２． 代表者・共同研究者・協力者（および組織） 
代表研究者 青山幸一（豊根村地域振興課） 
共同研究者 松澤享（阿南町総務課） 
松村尚英（売木村総務課） 
鈴木秀和（根羽村総務課） 
小林公人（天龍村総務課） 
 
３． 期間 
2016 年 6 月から 2017 年 3 月まで 
 
４． 目的 
昭和 52 年から愛知・長野の県境エリアにおいて
進めてきた行政・民間・地域が連携した地域づくり
の実績を検証し、これからの地方創生時代の中で、
県境をまたいだ新しい生活圏を創生し、当該地域独
自の地域創生のための政策を研究する。 
 
５． 実績概要 
「愛知・長野県境域開発協議会」が昭和 52 年度
から 40 年間取り組んだ行政・民間・地域が連携に
よる県境を越えた新たな山村づくりについて、その
実績を評価・検証し、これからの時代に向けた愛
知・長野の県境をまたぐ生活圏のあり方を研究した。
その研究を踏まえ、行政、地域住民、関係者等によ
るシンポジウムを開催し、当地域独自の地域創生の
ための政策方針としてとりまとめた。 
なお、本研究の成果については、冊子にまとめ、
広く周知を図った。 
 
６． 今後の展開 
本研究によりとりまとめた政策方針「次期三遠南
信地域連携ビジョンへの期待」の実現を図るため、
構成町村が連帯意識を高めるとともに、来年度から
策定の始まる三遠南信地域連携ビジョンへの政策
方針の盛り込みに向けた各種活動を推進していく。 
また、今までの 40 年間の活動の評価・検証をも
とに、今後の諸活動について、見直し及び改善を行
い、活動を強化・充実させ、県境をまたいだ共生圏
の創生に取り組んでいく。 
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 ７． 実施状況 
 県境域開発協議会幹事会 
日時：平成 28 年 8 月 30 日 
場所：長野県天龍村 
概要：県境域のあり方の研究、地方創生の取り組
み研究 
資料：幹事会次第 
参加状況：（機関数 7、参加人数 10、延べ人数 10） 
 県境域開発協議会幹事会 
日時：平成 28 年 11 月 21 日 
場所：長野県天龍村 
概要：県境域のあり方の研究、シンポジウム開催
検討 
資料：幹事会次第 
参加状況：（機関数 7、参加人数 8、延べ人数 8） 
 県境域開発協議会議員研修会（シンポジウム） 
日時：平成 29 年 1 月 11 日 
場所：長野県天龍村 
概要：県境域の共生を考えるシンポジウムを開催  
資料：県境域開発協議会議員研修会次第 
参加状況：（機関数 12、参加人数 80、延べ人数 80） 
 
◆ 全体の参加状況 
区分 機関数 
受入人数 延べ人数 
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計 12 
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８． その他実績 
 冊子『県境をまたぐ共生圏の創生～愛知・長野県
境域での 40 年の取り組みとこれから』（A5 判 76
頁）を発行。 
 第 24 回三遠南信シンポジウム 2017in 南信州（平
成 29 年 2 月 15 日）において研究成果を報告。 
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